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2009年 1月と 2月の新ごみ処理施
設の動きは以下のようでした。 
2009年 
1 月 8 日、小金井東部の環境を良く

する会会長の小出廣志が稲葉孝

彦小金井市長に「9月 16日長友貴
樹調布市長は『二枚橋跡地での新

施設反対について、年末までに正

式に回答する必要がある』と議会

で答弁していたが、長友市長から

どのような返事がきたか 1 月 25
日の当会の会合に出席して説明

してほしい」と文書を郵送。 
1 月 15 日、小金井市の三上担当部長

より「出席したいが、時間がとれ

ない」との返事。 
1 月 21 日、稲葉孝彦小金井市長は稲

葉孝彦二枚橋衛生組合管理者に

対し「（全部の）二枚橋焼却場用

地を（小金井市と国分寺市の）新

ごみ処理施設建設場所として決

定させていただきたい」との文書

を提出。 
1 月 26 日、稲葉孝彦小金井市長が長

友貴樹調布市長、野口忠直府中市

長に対し、「（二枚橋焼却場用地の

調布市、府中市のそれぞれの約

3,500 ㎡の使途について）現時点
での貴職の基本的考え方をお示

し下さい」との文書を出す。 
1 月 29 日、二枚橋議会で「小金井市

長が二枚橋衛生組合に「二枚橋用

地約 11,000 ㎡を小金井市と国分
寺市の新ごみ処理場にする計画

にご理解を」との文書を出したこ

とに府中市、調布市の議会が「一

方的」「了承できない」「不快」「道

理がない」「脅し」「組合解散を妨

害するもの」等の批判が相ついだ。 
2 月 5 日、国分寺市の星野市長は[小
金井市が２月中に建設予定地を

決定できなければ、支援を継続で

きない」と市議会建設委員会で述

べた。 
2 月 9 日、東京都より小金井市に新

ごみ処理場についての三市（府中

市、調布市、小金井市）の調整の

話しがある。 
2 月 11 日、小金井市は東中の体育館

でごみ問題の住民説明会を開き、

およそ 170 人が参加した中で｢二
枚橋焼却場跡地を小金井と国分

寺市の新ごみ処理場に行政決定

させて欲しい｣と訴えた。住民側

は｢調布市も府中市も賛成してい

ないのに無視。｣「二枚橋焼却場

用地は航空法の制限で煙突は 66
ｍしか建てられず南側に 30ｍの
段丘があり不適地」｢40 年間苦し

められた住民に、また半永久的に

ごみ公害を受け続けさせるのは

不公平｣と反対意見が続いた。 
2 月 18 日、東センターで再度住民説

明会を行ったが、市が個別ビラを

出さなかったため、参加者は前回

の 4 分の１程度、さらに市は｢新
ごみ処理場へ建設所の(2 月中の)
決定の延期を表明。又東京都が調

布市、府中市、小金井市の各副市

長と協議の場を持ち調整をはか

ることになったと報告。 
2 月 20 日、調布市の長友市長は 20
日の記者会見の場で｢小金井市の

新ゴミ処理計画について、我々の

方針は変わらないと反対を表明。 
2月 26日、国分寺市の星野市長は全

員協議会で｢小金井市のごみ受入

れを３月末で打ち切る｣と述べた。

同日柳泉園議会も小金井のごみ

の受入れ停止を表明した。 
2 月 28 日、小金井市の東センターで、

稲葉小金井市長は｢二枚橋以外の

新ごみ処理場は考えていない｣と

繰り返し述べた。会場からは「信

じられない」「横暴」「頭おかしい

んじゃないか」の怒声が飛んだ。

「市民にごみ処理で負担増をか

け、不安に陥れている点で責任を

とれ」との批判も相ついだ。 

2 月 11 日 東町住民の圧倒的多数が反対表明 

2 月 18 日 2 月中の決定延期、都が三市を調整へ 

2 月 20 日以降、調布市が反対表明、国分寺市等受入れ打ち切り  

 
2月 28日の新ごみ処理施設の市民説明会(東センタ
ー)「二枚橋以外考えてない」の市長の発言に｢信じ
られない｣「横暴」と市民は叫んだ。 

新ごみ処理場 

1月2月の動き 


